
1 基本情報

・ 砂防に関する資料を展示すること。
・ 遊学館を管理すること。
・ 利用者への便宜の供与に関すること。
・ 利用の促進に関すること。 

2 利用状況を把握するための指標 3 令和４年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

令和４年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 県土整備部 砂防課

評価対象期間 R4.4.1 ～　R5.3.31

指 定 管 理 者

名     称 海津市

構 成 員 -

所 在 地 海津市海津町高須515

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県さぼう遊学館

所 在 地 海津市南濃町奥条

R3.4.1 ～ R8.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 13,675

利 用 料 金 0
Ｒ2 3,806

指定管理料 13,675
Ｒ3 4,573

そ   の   他 0
Ｒ4 5,504

支  出  計 13,675

人   件   費 9,116

施設管理費 4,377

そ   の   他 182

差   　　　　　　  引 0

納　　 　付 　　　金 -

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・学校地域連携協働事業は、例年事業となることはよ
いが、強制的にならないよう、生徒の自主性を大切に
進めること。

・事業計画の立案は学校授業の一環で行い、土日の飾りつけ
等はボランティアで自主的にやってもらう。強制的にならない
よう学校の先生と相談して進めていく。

・キャンプ場開設により来館者の増加が見込まれるの
で、ごみの処理や路上駐車等への対応をお願いした
い。

・公園の管理等は人を増やして対応していく。現状、駐車場が
少ないので整備を考えていく。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点

(平均点)
評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.0 ・清掃や点検などの活動は日誌にまとめて、エビデンスとして残しておくと
良い。

設置目的の充足状況 3.4 ・パンフレットについて、一般の方が理解しやすいように工夫すると良いと
思う。（堰堤などの専門用語にふりがなを付ける等）

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.6
・民間企業や地元自治会などにさぼう遊学館をもっと宣伝して、防災を学
ぶ場として活用を促すべきではないか。

経営状況 4.0 ・適正である。

派生的効果 4.0
・地元企業にもパンフレットを設置してもらうと良いと思う。
・花見や果物狩りなどのツアーのコースにさぼう遊学館を入れてもらうの
はどうか。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A

・年間を通して、砂防に関するパネル展や地元との協力イベント等を多く開催し、来館者からは高評価をいただ
いている。
・近隣の観光施設にパンフレットを常備したり、HPやSNSに歳時記事を提供したりと広く情報を発信している。
・小学校の見学、児童福祉施設の団体利用、市民の防災・避難の講座等、地域の関係団体と連携を図ってい
る。
・光熱費等が上昇する中、限られた予算の中で運営・管理を実施している。
　以上のことから、優れた管理運営がなされている。


